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	自立支援プログラム
	2026年度 未来デザインプログラム ＠株式会社資生堂 本社
	Supported by  クレ・ド・ポー ボーテ
	ホンモノの価値を創り出すプロの裏側に迫る！

	自身の職業適性を分析し 進路選択や将来設計を考えるきっかけに！
	対話
	体験
	自己理解
	働く大人と話してみよう！
	さまざまな職種の資生堂社員とグループトーク。大人達がこれまで歩んできた道のりを聞きながら、将来の自分を考えます。

	可能性発見プログラム
	文化祭でドーナツ屋さんを出店！希望の役割を話し合いながら、自分の可能性を広げます。

	お仕事体験
	グローバルブランドのマーケティング担当社員と一緒に、商品開発やコミュニケーション開発、店頭活動設計などのお仕事を体験します。

	開催日時：2026年 ８月 26日 (水) 9:45～16:30頃 会場：(株)資生堂 汐留オフィス　（〒105-0021東京都港区東新橋1丁目6-2） 対象者：関東地区の社会的養護のもとで暮らす高校1～2年生
	持参品



	長崎県の児童養護施設職員のみなさまへ
	職員/里親の皆さまへ
	本プログラムは、社会的養護のもとで暮らす高校1年生を中心に、 高校2年生までを対象にした自立支援セミナーです。 九州地区、中国地区での開催を経て４回目の開催を迎えますが、 これまでの参加者のほぼ全員（児童・職員）から「新たな発見や気づきにつながり、将来を考えるきっかけになった」との回答をいただいております。児童からは「仕事への視野が広がった」「将来に少し自信がもてた」「やるだけやってみようと思えた」といった声が寄せられ、将来への前向きな気持ちを高め、自己理解を深める一日となっています。 子どもたちが早い段階から未来をデザインすることは、自立後に充実した生活を送るための基盤づくりにつながると考えています。(株)リクルートの講師による自己理解ワーク、資生堂の化粧品ブランド「クレ・ド・ポー ボーテ」を題材にした特別なお仕事体験や、多様な職種の社員との対話を通じて、働くことを多角的に学べる貴重な機会です。ワークショップ形式で進行するため、楽しみながら主体的に参加いただけます。
	将来の職業について考えるきっかけに
	当日のスケジュール
	午前
	ランチ
	午後
	応募締切 ～７月１３日(月)

	応募方法
	開催概要
	応募にあたっての注意事項

	問い合わせ先
	資生堂子ども財団 について

	問い合わせ先
	資生堂子ども財団　 森田 (070-3852-2460)・正木 (070-7603-6112) starters-s@shiseido.com
	0957-55-8319 k.matsumoto@kodomonoie.or.jp



